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1 は じ め に

岩手県北部地帯の小麦の播種期は ,従来 9月 25日 を適期

とし,10月 5日 を晩限として指導していたが,沿岸部は秋

が温暖なことから,更に高収で品質の低下 しない作期の開

発及び耐ヤマセ品種を選定するため,ヤ マセの影響の程度

の異なる内陸部と沿岸部で検討した結果について報告する。

2試 験 方 法

“

)試験年次 : 昭和58～60年 (収穫年度 )

●)試験場所 : 九戸郡軽米町 (内陸北部,ヤ マセの影

響中.県北分場圃場)

九戸郡種市町 (沿岸北部,ヤ マセの影

響強,種市町小路合 )

0)供試土壌 : 厚層腐植質黒ボク土 (大津統 )

各圃場とも肥沃度は中程度

“

)供試条件

と降雨によって登熟緩慢,穂発芽.赤かび等

多発

58～ 59年 根雪日数113日 (+37日 平年差 ),越冬後

の低温と登熟後半の長雨によって千粒重低下 ,

未熟開溝粒穂発芽粒発生 ,雪腐れ病多発。

59～60年  9月 低温,根雪日数長い (+13日 平年差 ),

雪腐れ病軽微。梅雨入り後の低温,長雨。 5

月17日 と,6月 15日 晩霜によって障害不稔 ,

登熟停止粒被害発生

3試 験 結 果

(1)ヤ マセ地帯の気象条件として,9月 ～ 3月 の旬別平

均気温は種市町が軽米町より2～ 3℃程度高く,日 照時間も

多く経過する傾向である。

●)越冬前後の小麦の生育は草丈の伸長量 ,乾物重等に

おいて種市町が軽米町に優さり,播種期を遅くするほど地

域間差が大きくなった (図 1,2)。
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供試品種系統 : 昭和58～ 59年  ナンプコムギ

昭和60年  東北151号

“

)耕種概要 : 1)栽植密度 畦幅60cll.播 き幅15ca

2)施肥量 (″ /a)

N-041(04)― 追 1巴

P205~20,K20~15
3)1区面積及び区制  1区 2077F 2

区制

(1)試験年次の気象経過の特徴

57～ 58年 播種後の好天,根雪期間短かい。 4月 ～ 5

月高温であったが .6月 以降長期間異常低温
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図1 地域別 作期別の生育
(越冬前の草丈 )

注_12月 10日調査

13)出穂期では軽米町が 5月 4～ 6月 1半旬 ,種市町が

5月 4～ 6月 3半旬で作期による差が少なかった。成熟期

は軽米町で 7月 9～ 18日 ,作期間差 4～ 9日 ,結実日数39

～57日 ,種市町ではそれぞれ7月 10～ 26日 ,3～ 8日 ,42
～59日 であり種市町の遅れが大きくみられた。

“

)登熟温度は軽米町が約720～ 830℃ ,種市町が 700

～760℃ で種市町より軽米町が作期間の変動が大きく積算

温度を多く要した。
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表 1 地域別 作期別結実日数と積算温度

考備

)- :/ /) .t^ +:

0)ヤ マセの吹走によって小麦の出穂期や成熟期が影響

を受ける。 4～ 5月 にヤマセ吹走が少ないと出穂期が早ま

り,6～ 7月 に多いと登熟が遅れる (表 1)。

0)ナ ンプロムギの作期別収量は,軽米町では10月 以降

の播種期で低収となるが ,種市町では10月 上旬でも品質 ,

収量の低下が少なく安定している(図 3)。

0)新系統一東北151号 はナンブコムギ等に比べて雪腐

れ病や低温による登熟障害に強くヤマセ気象に強い系統

(耐ヤマセ系統 )と推定され,播種期を軽米町で10月 上旬 .

種市町で10月 中旬までとしても品質低下少なく多収であっ

た (表 2)。

表 2 品種選定試験 (生育 収量調査 )

4 ま  と  め

ヤマセ地帯の作期について内陸部と沿岸部でナンブコム

ギと耐ヤマセの有望系統東北151号 とを供試して検討した。

1)収量,認質的に安定 している播種期の晩限はナンプ

コムギではヤマセ中程度の県北内陸部 (軽米町 )で 9月 6

半旬 ,ヤ マセ強程度の沿岸北部 (種市町 )で 10月 上旬まで

である。この場合作期の遅れにつれて播種量を10～ 20%程

度増量する。

2)耐ヤマセ系統一東北151号 では軽米町で10月 上旬 ,

種市町で10月 中旬まで品質低下少なく多収であることから,

耐ヤマセ品種の導入によって作期の拡大と品質 ,収量の維

持向上が可能となる。
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lmナ ンプコムギ 6 ?14 110 無 無 多

2 )ハチマンコムギ 6  6 7 17 675 36 多 65 2

3 0Llキ タカミコム→ 7 7 18 25
4 8 719 >
5 158  手 6  3 7 13 無
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2 cD /\r-">:t L+ 613 7 27 911 〉 382
3 CDキ タカミコムギ 614 7 28

4 613 7 28 1053 114
5 7 24 97
6 159 手 7 27 82
7 号 6 13 7 23
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